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昨
年
の
介
護
報
酬
改
定
で

訪
問
介
護
事
業
者
が
苦
境
に

陥
っ
て
い
る
。
基
本
単
価
を

約
２
％
切
り
下
げ
ら
れ
た
打

撃
は
大
き
い
。

　
過
疎
地
は
人
手
不
足
と
人

口
減
に
よ
り
利
用
者
の
漸
減

が
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
べ
で

は
、
訪
問
介
護
事
業
所
が
な

い
町
村
は
１
０
９
を
数
え
、

一
つ
し
か
な
い
の
は
２
６
８

町
村
に
及
ぶ
。
合
計
３
７
７

町
村
に
な
り
、
全
１
７
１
８

市
町
村
の
２
割
に
も
な
る
。

　
な
か
で
も
、
遠
距
離
の
高

齢
者
の
自
宅
に
時
間
を
か
け

て
訪
問
し
て
い
る
地
方
の
事

業
者
の
困
窮
度
は
高
い
。

「
せ
め
て
移
動
時
間
に
対
す

る
報
酬
が
あ
れ
ば
」
と
、
訪

問
ヘ
ル
パ
ー
が
介
護
保
険
制

度
の
「
欠
陥
」
と
し
て
国
を

相
手
に
訴
え
た
。
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
の
東
京
高
裁

の
判
決
は
、
事
業
者
の
言
い

分
に
理
解
を
示
す
内
容
だ
っ

た
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
事
情
を

汲
み
あ
げ
て
、
介
護
報
酬
体

系
の
見
直
し
が
起
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
４
月
７
日
に
開

か
れ
た
厚
労
省
の
「
２
０
４

０
年
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
等
あ
り
方
」
検
討
会

の
中
間
報
告
書
に
注
目
し
た

い
。
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク

と
な
る
の
が
２
０
４
０
年
。

そ
の
年
を
見
据
え
て
、
全
国

一
律
の
介
護
報
酬
や
事
業
所

の
運
営
基
準
を
人
口
規
模
や

地
域
特
性
に
応
じ
た
新
し
い

制
度
に
変
え
よ
う
と
い
う
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
画
期
的

な
方
向
転
換
で
あ
る
。

　
２
０
４
０
年
に
は
地
域
に

よ
っ
て
高
齢
者
人
口
に
大
き

な
差
異
が
生
じ
る
こ
と
に
着

目
し
た
。
２
０
２
５
年
か
ら


年
に
か
け
て
、
東
北
５
県

や
九
州
５
県
、
四
国
４
県
な

ど

県
で
高
齢
者
数
は
減
少

す
る
。
そ
こ
で
人
口
規
模
で

全
国
の
自
治
体
を
３
類
型
に

分
類
す
る
。
「
大
都
市
部
」

「
一
般
市
等
」「
中
山
間
・
人

口
減
少
地
域
」
で
あ
る
。
そ

の
人
口
規
模
は
未
定
だ
が
、

厚
労
省
が
３
月
時
点
で
公
表

し
た
分
類
で
は「
大
都
市
圏
」

「
地
方
都
市
」「
過
疎
地
」
、

あ
る
い
は
「
政
令
市
・
特
別

区
・
県
庁
所
在
地
」「
前
記

を
除
く
市
」「
町
村
」
と
し

て
い
た
。
「
人
口
１
０
０
万

人
以
上
」「
人
口

万
人
以

上
」「
前
記
以
外
」
と
分
類

し
た
図
表
も
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の

か
。
「
中
山
間
地
」
は
人
口

減
少
に
伴
い
職
員
の
確
保
が

困
難
に
な
る
。
そ
こ
で
「
常

勤
・
専
従
要
件
や
夜
勤
な
ど
、

配
置
基
準
に
つ
い
て
の
弾
力

化
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、

「
施
設
の
一
部
で
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
保
育
等
を
行
う

場
合
に
、
地
域
密
着
か
ら
広

域
型
へ
の
転
用
な
ど
柔
軟
な

枠
組
み
の
検
討
」
な
ど
を
提

案
す
る
。

　
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
指
摘
が
目

を
引
く
。
そ
の
報
酬
体
系
が

「
『
回
数
』
を
単
位
と
し
て

評
価
し
て
い
る
た
め
、
利
用

者
の
事
情
に
よ
る
突
然
の
キ

ャ
ン
セ
ル
や
利
用
者
宅
間
の

移
動
に
関
わ
る
負
担
が
大
き

い
」
と
課
題
を
あ
げ
る
。
キ

ャ
ン
セ
ル
と
移
動
時
間
問
題

は
、
ヘ
ル
パ
ー
裁
判
で
原
告

ヘ
ル
パ
ー
が
「
労
働
基
準
法

違
反
」
と
し
て
主
張
し
て
き

た
。
同
様
の
問
題
意
識
が
叙

述
さ
れ
、
対
応
策
と
し
て

「
包
括
的
な
評
価
の
仕
組
み

を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
」
と
提
言
し
た
。

　
続
け
て
「
そ
の
際
、
訪
問

に
要
す
る
時
間
・
コ
ス
ト
の

負
担
の
あ
り
方
に
留
意
し
つ

つ
、
関
係
審
議
会
で
十
分
な

議
論
が
必
要
で
あ
る
」
と
背

を
押
す
。
関
係
審
議
会
と
は

今
後
開
か
れ
る
社
会
保
障
審

議
会
の
介
護
保
険
部
会
と
給

付
費
分
科
会

で
あ
る
。

　
こ
こ
で

「
回
数
を
単

位
」
と
は
出

来
高
制
の
こ

と
。
こ
れ
を

回
数
に
関
係

な
く
全
体
を

一
括
し
た
報

酬
、
す
な
わ

ち
包
括
制
に

切
り
替
え
る

の
は
、
報
酬
体
系
の
大
き
な

流
れ
に
沿
う
考
え
方
だ
。
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
や

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
な
ど
で
は
す
で

に
定
着
し
て
い
る
。

　
一
方
、
「
大
都
市
部
」
で

も
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
再
検

討
を
促
す
。
「
夜
間
の
定
期

的
な
訪
問
の
ニ
ー
ズ
は
少
な

い
」
こ
と
か
ら
、
夜
間
対
応

型
訪
問
介
護
と
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

を
見
直
し
、
「
訪
問
や
通
所

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
包
括
的
に

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
検

討
」
と
提
案
。
そ
こ
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
や
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
で


時
間
３
６
５
日
の
見
守
り
を

確
保
し
て
は
と
あ
る
。

　
長
期
的
な
目
標
で
は
あ
る

が
、
３
類
型
と
い
う
考
え
方

の
基
本
が
示
さ
れ
た
こ
と
は

確
か
な
よ
う
だ
。
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あ
い
ら
い
ふ
京
都
店
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
（
徳
島
市
）
、
多
世
代
ま
ち
づ
く
り
団
体
「
コ

ノ
チ
カ
ラ
」
（
京
都
市
）
は
４
月

日
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
と
街
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
地
域

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
お
せ
っ
か
い
商
店
街
」
を
京
都

市
北
区
で
開
催
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
地
域

社
会
に
新
た
な
活
力
を
も
た
ら
す
試
み
だ
。

▲小学生ボランティアが見守り

◀
家
族
や
地
域
住
民
が
訪
れ
た

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
シ
ニ
ア

世
代
が
１
日
限
定
で
飲
食

店
の
店
員
と
な
り
、
買
い

出
し
、
調
理
、
接
客
な
ど

を
体
験
す
る
も
の
。
当
事

者
に
働
き
手
と
し
て
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
尊
厳
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
訴
え
る
。
「
地
域

の
人
々
と
シ
ニ
ア
世
代
の

居
場
所
づ
く
り
」
を
目
的

と
し
て
、
ま
ご
こ
ろ
サ
ポ

ー
ト
京
都
あ
い
ら
い
ふ
店

が
運
営
す
る
食
堂
「
Ｗ
ｏ

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ

ｇ
　
Ｓ
Ｏ
Ｗ
」を
会
場
に
、

店
舗
が
立
地
す
る
新
大
宮

商
店
街
の
全
面
的
な
協
力

を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
エ
ク
セ
レ
ン

ト
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
運
営

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
居
中
の
女
性
４
名

が
「
お
し
ご
と
に
ん
」
と

し
て
参
加
。
小
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
「
お
せ
っ
か

い
に
ん
」
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
来
店
者
約

名
に

「
特
製
チ
キ
ン
カ
レ
ー
セ

ッ
ト
」
を
提
供
し
た
。

　
来
店
し
た
「
お
し
ご
と

に
ん
」
の
家
族
か
ら
は

「
久
し
ぶ
り
に
妻
の
手
料

理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
」
「
母
が
生
き
生
き
と

働
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
参
加
し
た
当

事
者
か
ら
も
「
人
と
関
わ

れ
て
嬉
し
い
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

　
コ
ノ
チ
カ
ラ
の
メ
ン
バ

ー
を
務
め
る
大
宮
商
店
街

の
平
元
俊
一
氏
は
「
こ
の

場
で
生
ま
れ
た
素
敵
な
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
、

ま
ち
づ
く
り
や
多
世
代
共

生
の
力
に
変
え
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。
同
店
舗

で
は
、
今
後
も
同
イ
ベ
ン

ト
の
定
期
的
な
開
催
を
検

討
し
て
い
く
。


	OK0780025050700101
	OK0780025050700201
	OK0780025050700301
	OK0780025050700401
	OK0780025050700501
	OK0780025050700601
	OK0780025050700701
	OK0780025050700801
	OK0780025050700901
	OK0780025050701001
	OK0780025050701101
	OK0780025050701201
	OK0780025050701301
	OK0780025050701401
	OK0780025050701501
	OK0780025050701601

